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点訳広報、声の広報も製作しています新型コロナウイルス感染症の影響で、掲載している内容が変更となっている場合があります

市社会福祉協議会 相談支援係
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このようなことで困っていませんかこのようなことで困っていませんか

成年後見人などができること成年後見人などができること

｢困ったなぁ｣を解決する手段を一緒に考えます

不利益を受けたり、悪質商法の被害不利益を受けたり、悪質商法の被害
者になったりしないよう、財産の管理者になったりしないよう、財産の管理
や契約といった行為は、慎重に検討すや契約といった行為は、慎重に検討す
る必要があります。しかし、認知症やる必要があります。しかし、認知症や
知的障がいなどの理由により判断能力知的障がいなどの理由により判断能力
が十分でない人は、自分一人で行うこが十分でない人は、自分一人で行うこ
とが困難なケースがあります。とが困難なケースがあります。

そこで大切なのが成年後見制度。成そこで大切なのが成年後見制度。成
年後見人などが、代わりに契約を行年後見人などが、代わりに契約を行
い、本人の権利を守り、生活を支援すい、本人の権利を守り、生活を支援す
るものです。今回は、制度の中でも、るものです。今回は、制度の中でも、
利用者が多い｢法定後見制度｣の仕組み利用者が多い｢法定後見制度｣の仕組み
や相談窓口について紹介します◇人権や相談窓口について紹介します◇人権
週間に関連した事業は2面に掲載週間に関連した事業は2面に掲載

福祉総務課福祉総務課 94-471894-4718

　認知症のAさんは、
自宅のリフォーム工事
を契約。後で必要がな
かったことに気付き、
家族が困っている。

　成年後見人などの同意なしに行った、本人の法
律行為を取り消す権限です。事例1では、Aさんが
一人でリフォーム工事の契約を行っていた場合、
無効とすることが可能です※日常的な買い物など
は取り消されることはありません

　当センターへ相談に来られる方の多くは、当事者のご家族や支
援関係者です。まずは何に困っているかを聞いて、制度利用の必
要性を検討し、当事者本人の意思も尊重しながら、利用手続きに
ついて話を進めます。
　成年後見制度は認知症など、高齢者が利用するものだと思われ
がちですが、障がいのある若年層や健康な方でも不慮の事故など
によって利用が必要となる場合もあります。若い世代など、より
多くの人に制度や仕組みについて知ってもらいたいですね。
　必要な支援は人それぞれ。成年後見制度や権利擁護について、
気になることや心配事があれば、お気軽にご相談ください。

成年後見制度とは
　法定後見制度と任意後見
制度の２つがあります。
法定後見制度
　本人の判断能力の程度に
応じて、「後見」「保佐」「補
助」の3つの制度が用意され
ており、家庭裁判所がそれ
ぞれ「成年後見人」「保佐人」

「補助人」（以下、成年後見
人など）を選任します◇弁
護士や社会福祉士などの専
門職や親族、法人などが選
ばれます

　本人の判断能力に応じて制度の利用が
できます。事例3では印鑑や預金通帳の
管理、年金の受け取
りなどを代わりに行
います。

　家庭裁判所は、成年後見人などが適切に職務を行っているか監督します。成年後
見人などは一部法的権限が与えられ、主に次のような役割を担います。

事
例
1

　軽度の精神障がいがあるCさん
は、日常生活は問題なく過ごして
いるが、難しい手続きになると分
からなくなる。不動産管理や遺産
相続の手続きに心配がある。

事
例
3

同意権・取消権の行使
　成年後見人などが本人に代
わって法律行為を行う権限で
す。事例2では、本人の代理人
として、成年後見人などが福祉
サービスの利用契約を行います。

代理権の行使 財産の管理

　平成28（2016）年に、成年後見・権利
擁護推進センターを伊勢原シティプラ
ザ（伊勢原2-7-31）1階の社会福祉協議
会内に設置しました。高齢者や障がい
のある人が安心して暮らしていけるよ
うに、成年後見制度や権利擁護に関す
る相談を無料で受けます。
相談時間　月～金曜日の午前8時30分～
午後5時（祝日、年末年始を除く）
▪問成年後見・権利擁護推進センター

94-9600

まずはご相談ください

　知的障がいがあるBさん
は、デイサービス（通所介
護）に通いたい。しかし、
利用契約の手続きを一人で
行うことに不安を感じる。

事
例
２

4 5 無事故で年末、笑顔
で新年

8 室伏広治氏による講演会
を開催します

2 パブリックコメントに 
ご意見を

主な記事

令和4（2022）年 No.1258

12月1日

相談を受けて、説明する小笠原さん(写真奥)
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「秋の叙勲」を2人、「危険業務従事
者叙勲」を1人が受章

パブリックコメントにご意見を
　市パブリックコメント制度（市民意
見提出制度）に基づき、計画案などに
対するご意見を募集します。
閲覧場所　各担当か市役所1階ロビー、
各公民館、図書館、市民活動サポート
センター
※市ホームページ「パブリッ
クコメント」または右のQR
コードからもご覧になれます
意見提出期間　12月5日（月）～令和5年
1月6日（金）※消印有効
意見提出方法　住所、氏名、意見、電
話番号を明記し、郵送（〒259-1188※住
所欄の記入は不要）かファク
シミリ、電子メール、または直
接担当にご提出ください◇
電子申請でも提出できます

伊勢原市ICT推進計画の改定（案）
　デジタル化を総合的かつ計画的に推
進するため、令和5年度からの3年間に
取り組むICT推進施策を位置付ける計
画案がまとまりました。
▪担情報政策課（市役所1階）
94-4550 95-7612
jyouhou-system@isehara-city.jp

第3次伊勢原市男女共同参画プラン
（案） ①
　男女共同参画社会基本法に基づく法
定計画で、本市における男女共同参画
を総合的に推進する計画です。

伊勢原市犯罪被害者等支援施策（案） ②
　犯罪などにより害を被った人および
家族や遺族が安心して暮らすことがで
きる地域社会を実現することを目的
に、条例と施策を定めるものです。
▪担人権･広聴相談課（市役所1階）
①94-4716②94-4717 92-9009
jinken@isehara-city.jp

伊勢原市耐震改修促進計画（案）
　国の「建築物の耐震診断および耐震
改修の促進を図るための基本的な方
針」の見直し、「神奈川県耐震改修促進
計画」の改定に伴い、改定計画案がま
とまりました。
▪担建築住宅課（市役所2階）
94-4790 95-7614
kenchiku@isehara-city.jp

伊勢原市第3期教育振興基本計画（案）
　教育基本法の規定に基づく「地方公
共団体における教育の振興のための施
策に関する基本的な計画」に位置付け
ており、地域の実情に応じた教育振興
施策を総合的･計画的に進めるための
ものです。現行の計画が令和4年度で
終了することから5年度～9年度の5年
間の計画を策定します。
▪担教育総務課（市役所5階）
74-5104 95-7615
k-soumu@isehara-city.jp

　10月に「危険業務従事者叙勲」の受章
者が、11月に「秋の叙勲」の受章者が発表
されました。長年にわたり各分野で活躍、
貢献された皆さんが受章しました。
※�本人の希望により、掲載していない方
がいます

会計年度任用職員を募集
　市役所業務の事務補助や、専門的な業務を行う非常勤
職員を募集します。任用は令和5年4月1日からです。
　会計年度任用職員は、地方公務員法第22条の2に規定
されている非常勤の地方公務員です。任期は最長で1会
計年度（4月1日〜翌年の3月31日）となります。
　仕事の内容や募集人数、勤務条件などは、職種により
異なります。詳しくは市ホームページ｢職員採用｣をご確
認ください※地方公務員法第16条(欠格条項)に該当する
人は応募できません
▪担職員課 94-4874

12月3日（土）～9日（金）は障害者週
間です ▪担障がい福祉課 94-4720

　障がい者が地域で安心して暮らしていくためには、さまざまな
支援が必要です。障がいを理由とする差別の解消を推進し、障が
いの有無に関わらず、誰もがお互いを尊重し支え合う｢共生社会｣
を目指しましょう。
啓発コーナーを設置します
　障がい福祉作業所の製品とともに、啓発物品を配布します。
と　き　12月5日(月)～9日(金)　ところ　市役所1階ロビー
ふれあい福祉まつりを開催します
　障害者週間に合わせ、障がいへの理解を深め、障がいのある人
の社会参加への意欲を向上させることを目的に、地域の皆さんと
交流するイベントです。障がい福祉に携わる団体の紹介や、施設
で作られた雑貨の販売、創作品の展示などを行います。
と 　 き　12月3日(土)午前10時～正午
と こ ろ　すこやか園、地域作業所ドリーム、伊勢原南コミュニティ
センター※当日は桜台小学校が臨時駐車場として使用できます
主な内容　◆クルリンどらやきの無料配布(300個)◆ボランティ
ア活動紹介◆障がい者福祉施設などの自主製品販売◆大道芸◆バ
ンド演奏◆パトカー･消防車乗車体験◆スタンプラリー など

秦野市伊勢原市環境衛生組合の財政
状況

　伊勢原市と秦野市のごみ処理と火葬業務は、秦野市伊勢原市環境衛生
組合が行っています。組合の令和4年度予算執行状況と3年度決算状況を
公表します（1万円未満四捨五入）。
1　令和4年度予算執行状況（令和4年9月末現在）

2 令和3年度決算状況
（1）決算総額
　前年度と比較すると、歳入は8673万円（3.0％）の減、歳出は7929万円
（2.8％）の減となりました。

（4）公有財産の年度末現在高 （5）組合債の年度末現在高

（2）歳入
　歳入は、両市からの分担金が全体の62.4％を占めています。両市民の
1人当たりの分担金負担相当額は約6827円です。
※令和4年3月末現在の両市住民基本台帳人口により算出しています

（3）歳出
　歳出は、両市から排出されたごみの処理や火葬業務などの衛生費が全
体の61.7％を占めています。今後も両市民の快適な生活を保てるよう適
正な業務遂行に努めます。

※令和4年9月末現在、｢一時借入金｣はありません

予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
29億7900万円 12億1484万円 40.78％ 11億6844万円 39.22％

歳入決算額 歳出決算額 差引額
28億5053万円 27億6588万円 8465万円

行政財産(土地) 6万2592㎡
行政財産(建物) 2万5414㎡

基
　
金

施設整備基金 1045万円
減債基金 9953万円
職員退職給与準備基金 5060万円

ごみ処理施設整備関係 28億3944万円
斎場施設整備関係 14億8477万円

合　計 43億2421万円
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▪担秦野市伊勢原市環境衛生組合 82-2500

12月4日（日）～10日（土）は
人権週間

　人権は、全ての人が生まれながらに持っている権利で
す。人権週間をきっかけに、かけがえのない命や思いや
りについて考えましょう。

▪担人権･広聴相談課 94-4716

人権に関する主な行事
中学生人権ポスター展
と　き　12月2日（金）～13日（火）
ところ　市役所1階ロビー
特設人権相談
　人権擁護委員が相談を受けます※事前予約が必要です
と　き　12月5日（月）午後1時30分～4時
ところ　市役所1階市民相談室
人権啓発講演会（オンライン）
　「はじめてのLGBTQ＋ みんなが働きやす
い職場づくりのために」をテーマに、NPO
法人グッド･エイジング･エールズの松

まつ

中
なか

権
ごん

代表が講演します◇右のQRコードからご覧
いただけます
公開期間　12月26日（月）～令和5年1月25日（水）

市ホームページ

市ホームページ

電子申請ページ
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休日夜間急患診療（1次救急）
伊勢原2丁目7-31　伊勢原シティプラザ内

診療所名 区　分 診療受付時間

休日夜間急患診療所
93-5019

内科･小児科･外科

休日
（日曜日･祝日）

 9：00〜11：30
14：00〜16：30

夜間
（休日を含む毎日） 19：30〜22：45

休日歯科診療所
95-3121

休日
（日曜日･祝日）

 9：00〜11：30
13：00〜16：30

※�眼科･耳鼻咽喉科（9：00～16：30）と2次救急の当番医は、
消防署（ 95-2119）へお問い合わせください。休日歯
科診療所でも歯周病検診・妊婦歯科検診を実施してい
ます

乳幼児健康診査･相談 � 12/6～16実施分
母子健康手帳と健康診査票、バスタオルのほか、
1歳6カ月児健康診査と2歳児歯科健康診査は歯
ブラシ、3歳児健康診査は歯ブラシと視聴覚ア
ンケートをお持ちください▪場伊勢原シティプラ
ザ（お誕生日前健康診査を除く）▪費無料

ごっくん離乳食教室
4カ月～6カ月児の楽しい離乳食の進め方を学ぶ
▪時12月19日（月）午後1時15分～3時（受付は午後1
時～）▪場市役所分室▪定15人（申込順）

集団がん検診（担当へ要申込）� 1/16･30実施分

胃がん検診▪対40歳以上の人▪費1200円◇受付時間=午
前8時30分~10時30分 大腸がん検診▪対40歳以上の人
▪費500円◇受付時間=午前8時30分~11時、午後1時~�
2時30分 乳がん検診（マンモグラフィ）▪対40歳以上の
女性▪費1500円◇受付時間=午前8時30分~11時、午後
1時~2時30分 子宮がん検診▪対20歳以上の女性▪費900円
◇受付時間=午前8時30分~11時、午後1時~2時30分

受診料免除　①70歳以上②生活保護世帯③世帯全員
が住民税非課税の人は、歯周病検診とがん検診の受
診料が免除になります。②③の人は受診日の1週間
前までに担当へ申請してください。

実施日 実施会場 検査項目

1/16(月)
伊勢原シティプラザ

胃 大腸

30(月) 大腸 乳 子宮

※□は午前のみ、■は午前･午後実施（定員に達している場合あり）。
受付時間は目安であり、実施会場や予約状況などで変動します

▪担健康づくり課 92-1117

新型コロナウイルス接触確認アプリ｢C
コ コ ア

OCOA｣の機能を停止します
　厚生労働省が提供する感染拡大防止を目的に運用されてきた接触確認
アプリについて、陽性者の全数届出の見直しにより、陽性登録が可能な
人が限られることから、機能が停止されます。
　本アプリをご利用の人は、最終アップデート版に更新のうえ、画面操
作に従い、機能停止の操作をお願いします。

引き続き、感染症対策をお願いします
　平塚保健福祉事務所管内（伊勢原市・秦野市・平塚市・大磯町・二宮町）で
新たに報告された新型コロナウイルスの感染者は増加傾向にあります。
改めて次のような感染症対策を徹底しましょう。
◆手洗いや状況に応じたマスクの着用、小まめな換気などを徹底する
◆会食は短時間･少人数で。会話をする際はマスクの着用を心掛ける
◆体調に異変を感じたら外出を控え、かかりつけ医や相談窓口に連絡する

▪担子育て支援課 94-4637

かながわ小児救急ダイヤル
045-722-8000　18：00〜翌日8：00（年中無休）

※�休日夜間急患診療所、休日歯科診療所受診後は、
必ずかかりつけ医・歯科医を受診してください

「かかりつけ医」「かかりつけ歯科医」
「かかりつけ薬局」を持ちましょう

▪担健康づくり課 94-4616

項　目 対　　象 日程･受付時間
4カ月児
� 健康診査

令和 4年 7月16日～31日生 12/ 6（火） 12：30〜
　13：30令和 4年 8月 1日～15日生 12/13（火）

7カ月児
� 健康相談

令和 4年 4月 1日～15日生 12/ 9（金）  9：15〜
　10：15令和 4年 4月16日～30日生 12/16（金）

お誕生日前
� 健康診査

満10カ月～誕生日前日に、指定した医療機
関で受診。受診票は医療機関にあります。

1歳6カ月児
� 健康診査

令和 3年 5月16日～31日生 12/ 9（金）

12：30〜
　13：30

令和 3年 6月 1日～15日生 12/16（金）
2歳児歯科
� 健康診査

令和 2年12月 1日～15日生 12/　8（木）
令和 2年12月16日～31日生 12/15（木）

3歳児
� 健康診査

令和元年11月　1日～15日生 12/　7（水）
令和元年11月16日～30日生 12/14（水）

検診を行う順番について
胃がん検診は、男性の検診後に女性の検診を行い
ます。

発熱時に備えて、事前の準備を
感染症が流行しやすい季節です

　今冬においては、新型コロナウイルスと季節性インフルエンザの同時流
行により、これまで以上の患者発生や発熱外来のひっ迫が懸念されています。
感染が拡大する前にワクチン接種を
　新型コロナワクチンに加え、インフルエンザワクチンについても早めの
接種をご検討ください※新型コロナワクチンは予約専用ダイヤル（ 0120-
080-955、午前8時45分〜午後5時）に電話か、市ホームページ「新型コロナ
ウイルスワクチン接種WEB予約」から予約できます。接種券を紛失した場
合は、新型コロナワクチン接種に関する問い合わせ用ダイヤル（ 0570-
090-655、午前8時45分〜午後5時）に電話し、再発行の申請をしてください
発熱などの体調不良になる前に、早めに準備しましょう
新型コロナウイルス抗原検査キット　｢研究用｣ではなく、国が承認した「医
療用｣または｢一般用｣のキットをご準備ください◇1人あたり2つ以上ある
と安心です
解熱鎮痛剤の常備　かかりつけの薬剤師や薬局にご相談ください。
新型コロナウイルス陽性になった場合は
　医療機関で陽性と診断された人や、抗原検査キットでのセルフチェック
などで陽性と判定された人は、県が設置している陽性者登録窓口にweb
登録することで、療養支援を受けることができます※65歳以上の人や妊婦
の人などは、陽性者登録の対象ではありません。陽性時には
病院の受診が必要です
　登録後、電子メールで陽性者管理番号が送付され、療養期
間中はLINEまたはAi call（電話応対AIサービス）によるお知
らせが届きます。

　早めに大掃除を行い、数回に分けて出すなど、年末にごみが集中しな
いようご協力ください。分別方法や正しい出し方は｢いせはら分別ガイ
ド｣（市ホームページ｢環境･衛生･ごみ｣に掲載）で再確認しましょう。
　収集の年内最終日と年明けの開始日は表のとおりです。

ごみの持ち込み
　分別方法や出し方は｢いせはら分別ガイド｣でご確認ください。
燃やすごみ･不燃物＝伊勢原清掃工場、はだのクリーンセンターへ（有料）
　担当で持ち込むものを確認し、搬入承認書を発行します。
【最終】12月28日（水）午後4時 【開始】1月4日（水）午前9時
せん定枝･刈草･落ち葉（資源化するもの）＝指定業者へ（無料）
　担当で持ち込むものを確認し、搬入確認済書を発行します。
【最終】12月28日（水）午後4時 【開始】1月6日（金）午前9時
粗大ごみ＝環境美化センターへ（有料）
【最終】12月28日（水）午後4時 【開始】1月4日（水）午前9時
し尿のくみ取り
【最終】12月28日（水） 【開始】1月4日（水）

早めに出そう、年末のごみ新型コロナウイルス関連情報

▪担環境美化センター 94-7502

地　区　名 燃 資 不 プラ

東大竹（小田急線以北）、板戸、白根、鈴川

12/29
（木）

1/ 5
（木）

16（金）
 6（金）

23（金）
13（金）

27（火）
10（火）

東大竹（小田急線以南）、岡崎、八幡台1･2丁
目、三ノ宮（小田急線以南）

21（水）
 4（水）

28（水）
11（水） 30（金）

 6（金）
桜台1～5丁目 20（火）

17（火）
27（火）
10（火）

神戸、串橋、坪ノ内、笠窪、善波、三ノ宮（小
田急線以北）、大住台1～3丁目

23（金）
13（金）

16（金）
 6（金）

27（火）
10（火）

田中、伊勢原1～4丁目、東大竹1･2丁目
12/30
（金）

1/ 6
（金）

28（水）
11（水）

21（水）
 4（水）

24（土）
 7（土）

大山、子易、上粕屋、西富岡、日向 19（月）
16（月）

26（月）
 9（月）

28（水）
 4（水）

東富岡、粟窪、高森（東名高速道路以北）、
高森台1～3丁目、高森1～4丁目、東高森団
地

26（月）
 9（月）

19（月）
16（月）

29（木）
 5（木）

池端、沼目（飛び地）、下糟屋、高森（東名高速
道路以南）、高森5～7丁目（東高森団地を除く） 12/28

（水）

1/ 4
（水）

22（木）
12（木）

15（木）
 5（木）

26（月）
 9（月）

石田、見附島、東成瀬 27（火）
10（火）

20（火）
17（火）

29（木）
 5（木）

下落合、歌川1～3丁目、上谷、下谷、小稲葉、
上平間、下平間、沼目、沼目1～7丁目

15（木）
 5（木）

22（木）
12（木）

26（月）
 9（月）

＊1 茶文字は最終日（全て12月）、黒字は開始日（全て1月）
＊2 燃＝燃やすごみ、資＝資源物、不＝不燃物、プラ＝容器包装プラスチック

神奈川県
ホームページ
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安
全
運
転
管
理
者
会
で
副
会
長
を
務

め
る
西
村
さ
ん
に
日
ご
ろ
の
活
動
に
つ

い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

法
律
に
よ
り
、
事
業
者
が
定
員
11
人

以
上
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
1
台
、
ま
た

は
自
動
車
を
5
台
以
上
所
有
し
て
い
れ

ば
、
安
全
運
転
管
理
者
を
指
定
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
指
定
さ
れ
た
人

は
、
事
業
所
内
で
の
交
通
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
、
従
業
員
に
対
し
、
交
通

安
全
に
関
す
る
教
育
や
啓
発
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
業
所
の
安
全
運
転
管

理
者
で
組
織
さ
れ
て
い
る
団
体
が
安
全

運
転
管
理
者
会
で
す
。
市
内
で
は
、
５

月
11
日
時
点
で
１
４
８
事
業
所
か
ら
構

成
さ
れ
て
お
り
、
事
業
所
内
で
の
活
動

の
ほ
か
、
地
域
に
対
し
て
も
積
極
的
な

啓
発
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

春
と
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
で

は
、
伊
勢
原
警
察
署
と
連
携
し
、
会
社

に
の
ぼ
り
旗
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
交
通
安

全
講
習
会
を
夏
に
開
催
し

て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
啓
発

活
動
と
し
て
ビ
ラ
配
り
を

行
っ
た
り
、
道
灌
ま
つ
り

の
際
は
、
パ
レ
ー
ド
に
参

加
し
た
り
し
て
、
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す（
今
年
度
の
パ
レ
ー
ド

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
）。

事
業
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
の
看
板

を
背
負
っ
て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
社
で
も
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
な
ど
の

部
品
を
製
造
し
て
い
る
た
め
、
皆
さ
ん

の
模
範
と
な
る
よ
う
な
安
全
運
転
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
免
許
を
持
っ
て
い
て
も
運
転

歴
が
無
い
人
に
は
運
転
を
さ
せ
な
い
独

自
ル
ー
ル
を
設
定
す
る
な
ど
社
員
に
意

識
づ
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

師
走
は
出
か
け
る
機
会
が
多
く
あ
り

ま
す
が
、
慌
て
ず
時
間

に
ゆ
と
り
を
持
つ
こ
と

が
大
切
で
す
。
一
瞬
の

気
の
ゆ
る
み
が
思
わ
ぬ

事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

気
を
引
き
締
め
て
新

年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

伊
勢
原
市
は
令
和
元（
２
０
１
９
）年

か
ら
２
年
連
続
で
神
奈
川
県
交
通
安
全

対
策
協
議
会
か
ら「
高
齢
者
事
故
多
発

地
点
」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
２

（
２
０
２
０
）年
の
高
齢
者
の
自
動
車
運

転
に
よ
る
交
通
事
故
は
、
全
体
の
約
４

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

警
察
庁
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

75
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に「
若
い
頃

と
比
べ
て
変
わ
っ
た
と
感
じ
る
と
こ
ろ

が
あ
る
か
」を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
信
号

機
や
一
時
停
止
の
見
落
と
し
、
ハ
ン
ド

ル
・
ブ
レ
ー
キ
操
作
の
誤
り
、
車
線
か

ら
の
逸
脱
に
つ
い
て
回
答
し
た
人
は
、

４
割
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
半
数
以
上
が「
経
験
を
積
み
、

上
手
に
運
転
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
回
答
し
、
体
の
衰
え
を
感
じ
る
も
の

の
、
注
意
力
の
低
下
や
運
転
操
作
の
遅

れ
へ
の
認
識
が
甘
く
な
っ
て
い
ま
す
。

自
身
の
技
量
や
、
安
全
運
転
を
し
て

い
る
と
い
う
自
信
が
、
目
の
前
の
危
険

を
見
逃
し
、
重
大
事
故
に
つ
な
が
っ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

安
全
運
転
を
続
け
て
い
く
た
め
、
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と

買
い
物
や
通
院
な
ど
、
日
常
生
活
に

お
け
る
移
動
へ
の
支
障
や
、
ド
ラ
イ
ブ

の
楽
し
み
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

な
ど
か
ら
、
す
ぐ
に
運
転
を
控
え
る
こ

と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
高
齢
に
な
っ
た
ら
、
体
の
衰
え
を
素

直
に
受
け
入
れ
、
慎
重
な
運
転
を
心
が

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

目
の
機
能
低
下
を
自
覚
し
、
慎
重
に
運

転
す
る

加
齢
と
と
も
に
視
野
が
狭
く
な
っ
た

り
、
眼
球
を
動
か
す
筋
肉
が
衰
え
た
り

す
る
こ
と
で
、
動
体
視
力
が
低
下
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
運
転
中
に
標
識
や

歩
行
者
、
車
両
の
動
き
を
的
確
に
捉
え

る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
事
故
を
起
こ

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

一
時
停
止
と
声
出
し
の
習
慣
を
つ
け
る

運
転
に
慣
れ
る
と
、
一
時
停
止
す
る

場
所
や
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で「
何

も
通
ら
な
い
か
ら
大
丈
夫
」と
勝
手
に

思
い
込
み
、
止
ま
ら
な
か
っ
た
り
安
全

確
認
を
怠
っ
た
り
し
ま
す
。

一
時
停
止
の
標
識
が
あ
る
場
所
で
は

必
ず
停
止
線
よ
り
前
で
止
ま
り
、「
右

よ
し
、
左
よ
し
」と
声
を
出
し
て
安
全

確
認
を
行
う
習
慣
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

声
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
危
険
の
見

逃
し
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

つ
け
ま
し
ょ
う
、
高
齢
運
転
者
標
識

（
シ
ル
バ
ー
マ
ー
ク
）

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
こ
と
を
意
味

し
、
70
歳
以
上
の
人
は
つ
け
る
こ
と
が

努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
マ
ー
ク

が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
周
囲
の
ド
ラ
イ

バ
ー
か
ら
配
慮
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

標
識
が
つ
い
て
い
る
車
に
対
す
る
幅

寄
せ
・
割
り
込
み
な
ど
の
危
険
な
行
為

は
交
通
違
反
と
な
り
ま
す
。 

体
調
が
優
れ
な
い
と
き
や
通
院
時
は
運

転
を
控
え
る

「
体
調
が
良
く
な
い
け
ど
大
丈
夫
」と

無
理
に
運
転
す
る
と
、
途
中
で
悪
化
し

て
事
故
を
起
こ
す
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
通
院
時
に
車
を
運
転
す
る

場
合
、
病
気
の
種
類
や
注
射
な
ど
の
影

響
で
運
転
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

体
調
が
優
れ
な
い
と
き
や
通
院
時
は
車

の
運
転
を
控
え
、
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
な
ど

別
の
交
通
手
段
で
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か

こ
れ
ら
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
要

注
意
で
す
。

�

車
に
、
こ
す
っ
た
り
ぶ
つ
け
た

り
し
た
跡
が
複
数
あ
る

�

車
線
か
ら
は
み
出
し
て
走
行
す

る
こ
と
が
あ
る

停
止
線
で
う
ま
く
止
ま
れ
な
い

車
庫
入
れ
が
う
ま
く
で
き
な
い

道
に
迷
う
こ
と
が
あ
る

車
間
距
離
が
近
い

走
行
ス
ピ
ー
ド
が
極
端
に
遅
い

運
転
免
許
の
返
納
も
一
つ
の
手
段

不
安
を
感
じ
た
り
、
運
転
の
必
要
が

な
く
な
っ
た
り
し
た
高
齢
者
が
、
運
転

免
許
証
を
自
主
的
に
返
納
で
き
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

伊
勢
原
警
察
署
の
窓
口
や
運
転
免
許

試
験
場
で
、
自
主
返
納
の
手
続
き
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

運
転
経
歴
証
明
書
を
発
行
し
ま
す

自
主
返
納
し
た

場
合
に
は
、
希
望

に
よ
り
運
転
経
歴

証
明
書
が
発
行
さ

れ
ま
す
。

自
主
返
納
前
５

年
間
の
運
転
経
歴

を
証
明
す
る
証
明
書（
運
転
免
許
証
と

同
じ
大
き
さ
）は
、
有
効
期
限
が
な
く

更
新
手
続
き
も
不
要
で
あ
る
ほ
か
、
本

人
確
認
書
類
と
し
て
も
使
用
で
き
ま
す

※
運
転
免
許
証
の
交
付
年
月
日
が
平
成

24
年
４
月
１
日
以
降
の
も
の
に
限
る

高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
サ
ポ
ー
ト

運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た

人
は
、
県
高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納

サ
ポ
ー
ト
協
議
会
の
加
盟
企
業
な
ど
に

証
明
書
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
購
入
商

品
の
割
引
や
自
宅
ま
で
の
無
料
配
送
、

宿
泊
料
金
の
割
引
き
な
ど
の
特
典
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

警
察
庁
の
報
告
に
よ
る
と
、
自
転
車

乗
用
中
に
交
通
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た

人
の
約
６
割
が
頭
部
に
致
命
傷
を
負
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
着
用
す
る
こ

と
で
、
交
通
事
故
の
被
害
を
軽
減
し
、

命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

４
月
27
日
に
公
布
さ
れ
た
改
正
道
路

交
通
法
で
、
全
て
の
自
転
車
利
用
者
に

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務
と
し

て
課
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

（
令
和
５
年
４
月
26
日
ま
で
に
施
行
）。

自
転
車
利
用
に
際
し
て
、
事
故
を
防

ぐ
た
め
の
五
則
が
11
月
１
日
に
書
き
換

え
ら
れ
ま
し
た
。

軽
車
両
で
あ
る
自
転
車
は
、
車
道
と

歩
道
の
区
別
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
車

道
通
行
が
原
則
で
す
。
そ
し
て
、
道
路

の
左
側
に
寄
っ
て
通
行
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

歩
道
を
通
行
で
き
る
場
合
は
、
車
道

寄
り
を
徐
行
し
、
歩
行
者
の
通
行
を
妨

げ
る
場
合
は
一
時
停
止
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

信
号
機
の
あ
る
交
差
点
は
、
信
号
が

青
に
な
っ
て
か
ら
安
全
を
確
認
し
、
横

断
し
ま
し
ょ
う
。
一
時
停
止
の
あ
る
交

差
点
は
、
必
ず
止
ま
り
、
安
全
を
確
認

し
て
か
ら
、
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
に
乗
る
前
に
ラ
イ
ト
が
つ
く

か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
後
は
、
自
転
車
に
乗
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
乗
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
幼
児
・
児

童
を
保
護
す
る
責
任
の
あ
る
人
は
、
幼
児

用
座
席
に
乗
せ
る
と
き
や
子
ど
も
が
運
転

す
る
と
き
は
、
幼
児
・
児
童
用
の
乗
車
用

の
も
の
を
か
ぶ
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪

乗
る
人
に
　
飲
ま
せ
る
あ
な
た
も

犯
罪
者

年
末
は
ク
リ
ス
マ
ス
や
忘
年
会
な

ど
、
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
る
時
季

で
す
。
日
本
で
は
12
月
か
ら
１
月
に
か

け
て
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
が
多
く

な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

神
奈
川
県
で
は
、
12
月
を「
飲
酒
運

転
根
絶
強
化
月
間
」と
定
め
、
悲
惨
な

事
故
を
引
き
起
こ
す
飲
酒
運
転
を
無
く

す
た
め
、
そ
の
危
険
性
や
悪
質
性
を
訴

え
る
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

飲
酒
後
の
運
転
は
法
律
に
よ
り
重
く

罰
せ
ら
れ
ま
す
。
酒
類
に
含
ま
れ
る
ア

ル
コ
ー
ル
は
、
脳
の
機
能
を
麻
痺
さ

せ
、
情
報
処
理
能
力
や
注
意
力
、
判
断

力
な
ど
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

「
気
が
大
き
く
な
り
、
速
度
を
超
過

す
る
」「
車
間
距
離
の
判
断
を
誤
る
」「
危

険
の
察
知
が
遅
れ
、
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル

を
踏
む
ま
で
の
時
間
が
い
つ
も
よ
り
長

く
な
る
」な
ど
、
事
故
に
結
び
つ
く
危

険
が
あ
り
ま
す
。

「
私
は
お
酒
に
強
い
か
ら
大
丈
夫
」と

思
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
耐
性
に

関
わ
ら
ず
、
低
濃
度
で
あ
っ
て
も
運
転

操
作
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
科

学
警
察
研
究
所
交
通
安
全
研
究
室
な
ど

の
調
査
研
究
の
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
が
危
険
な
行
為
で
あ
る
こ

と
を
理
解
し
、
運
転
者
と
周
囲
の
人
が

「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」こ

と
が
大
切
で
す
。

飲
酒
す
る
予
定
が
あ
れ
ば
、
飲
食
店

に
は
車
で
行
か
ず
、
公
共
交
通
機
関
や

運
転
代
行
を
利
用
す
る
。
ま
た
、
ア
ル

コ
ー
ル
が
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
を
注

文
し
ま
し
ょ
う
。

翌
日
に
運
転
す
る
予
定
が
あ
れ
ば
、

飲
酒
量
と
飲
酒
時
間
に
は
十
分
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

運
転
す
る
予
定
が
あ
る
人
に
お
酒
を

飲
ま
せ
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
。
あ
ら
か

じ
め
、
運
転
す
る
予
定
が
あ
る
か
飲
酒

前
に
確
認
を
。

飲
酒
し
た
人
の
運
転
は
絶
対
に
止
め

ま
し
ょ
う
。
一
緒
に
車
に
乗
っ
た
人
も

同
罪
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
年
末
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
予
定
で
し
ょ
う
か
。
久
々
に
家
族
や
親
戚
で
集
ま
っ
た
り
、
旧
友
に

会
っ
て
食
事
を
し
た
り
、
旅
行
に
出
か
け
た
り
す
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

人
の
流
れ
や
交
通
量
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
の
時
季
は
、
例
年
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

無
事
故
・
無
違
反
で
２
０
２
２
年
を
締
め
く
く
り
、
気
持
ち
の
良
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

▪担
市
民
協
働
課

94
‒
４
７
１
５

日
ご
ろ
、
交
通
安
全
の
啓
発
活
動
や

交
通
安
全
指
導
員
の
と
り
ま
と
め
な
ど

を
行
っ
て
い
る
伊
勢
原
交
通
安
全
協
会

の
望
月
さ
ん
に
、
市
内
に
お
け
る
自
転

車
の
利
用
状
況
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

―
交
通
安
全
協
会
と
は

小
学
校
の
各
通
学
区

域
に
は
約
60
人
の
交
通

指
導
員
が
お
り
、
登
下

校
の
見
守
り
や
イ
ベ
ン

ト
時
の
交
通
指
導
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
人
々
の
活
動
を
と

り
ま
と
め
、
必
要
な
箇

所
に
指
導
員
を
配
置
し

て
い
る
の
が
交
通
安
全
協
会
で
す
。

―
市
内
の
交
通
状
況
に
つ
い
て

近
年
、
自
転
車
の
マ
ナ
ー
が
あ
ま
り

良
く
な
い
印
象
を
受
け
ま
す
。
12
月
・

１
月
は
自
転
車
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
特
に
目
立
つ
の
が
ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ

ヤ
ホ
ン
を
装
着
し
て
運
転
し
て
い
る
人

で
す
。
コ
ー
ド

が
あ
る
イ
ヤ
ホ

ン
は
、
遠
く
か

ら
で
も
気
付
き

や
す
い
の
で
す

が
、
コ
ー
ド
が

な
い
と
近
付
く

ま
で
分
か
ら
な

い
た
め
注
意
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
イ

ヤ
ホ
ン
は
、
周
囲
の
音
を
遮
断
し
て
し

ま
い
大
変
危
険
で
す
。

自
転
車
も
軽
車
両
と
い
う
こ
と
を
理

解
し
、
自
動
車
同
様
に
一
時
停
止
線
で

し
っ
か
り
止
ま
る
な
ど
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

―
交
通
事
故
を
減
ら
す
た

め
に
は

一
人
一
人
の
意
識
が
重

要
に
な
り
ま
す
。
交
通
ル

ー
ル
を
遵
守
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
幼
い
時
か
ら
理

解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
た
め
、
交
通
安
全
教
室
な
ど
の
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
も
交
通
ル
ー
ル
や
、
通
学

路
に
危
険
箇
所
が
な
い
か
な
ど
、
交
通

事
故
を
無
く
す
た
め
、
家
族
ぐ
る
み
で

対
策
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

海
外
で
は
移
動
の
手
段
と
し
て
日
常

的
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
も

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
な
ど

で
利
用
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
自
動
車

な
ど
と
比
較
す
る
と
、
交
通
ル
ー
ル
が

複
雑
な
部
分
も
あ
る
た
め
、
利
用
前
に

は
必
ず
ル
ー
ル
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
、
道
路
交
通

法
上
の
車
両
に
該
当
し
、
電
動
式
モ
ー

タ
ー
の
定
格
出
力
に
応
じ
て
原
動
機
付

自
転
車
や
普
通
自
動
二
輪
車
に
分
類
さ

れ
ま
す
。
公
道
走
行
に
際
し
て
は
、
次

の
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
運
転
免
許
証
の
携
帯
、
車
道
の
通

行
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
義
務
な
ど

◆
制
動
装
置
や
前
照
灯
、
後
写
鏡
な
ど

を
備
え
る

◆
自
賠
責
保
険（
共
済
）の
契
約

◆
標
識（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）を
取
り

付
け
る

３
つ
の
約
束
で
飲
酒
運
転
を
無
く
し
ま
し
ょ
う

飲
酒
後
は
絶
対
に
運
転
し
な
い

約束
1

運
転
手
に
は
飲
ま
せ
な
い

約束
2

周
囲
の
目
で
監
視
す
る

約束
3

0
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（件） 263

令和3年

240

令和元年

263

令和2年

交通事故件数のうち、高齢者が関係する事故件数

交通事故件数交通事故件数 高齢者関係事故件数高齢者関係事故件数

7995 108

運転に関して若い頃と比べて変わったと感じるか

慎重に運転する

経験を積み、上手に運転できる

夜間やトンネル内で見えにくい

信号機や一時停止線を見落としやすい

ハンドルやブレーキの操作ができにくい

車線からはみ出しそうになることが多い

感じる感じる やや感じるやや感じる あまり感じないあまり感じない 感じない感じない

0 20 40 60 80 100

69.169.1

18.718.7 3636

33.633.6

10.610.6

7.97.9

6.86.8 14.614.6 40.440.4 38.238.2

30.930.9 37.937.9 23.323.3

2929 36.636.6 23.823.8

41.241.2 16.516.5 8.78.7

38.538.5 6.86.8

24.924.9 4.14.1
1.91.9

出典：平成26年6月 警察庁交通局運転免許課｢高齢運転者による交通事故防止に関するアンケートの実施について｣

（％）

伊勢原警察署調べ

守
ろ
う
、
自
転
車
安
全
利
用
五
則

車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行

歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

一

交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を

守
っ
て
、
安
全
確
認

二

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

三

飲
酒
運
転
は
禁
止

四

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

五

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
道

路
交
通
法
上「
車
両
」で
す

自転車乗用中の死者の致命傷部位

平成29（2017）年～令和3（2021）年の合計：警察庁データ平成29（2017）年～令和3（2021）年の合計：警察庁データ

＊顔部や腹部など＊顔部や腹部など

頭部
1237人
58%

頭部
1237人
58%

頸部 161人 8%頸部 161人 8%

その他＊
372人
17%

その他＊
372人
17%

胸部
263人
12%

胸部
263人
12%

腰部 90人 4%腰部 90人 4%
腕部   6人 0%腕部   6人 0%
脚部 16人 1%脚部 16人 1%

合計2145人

TAXI

古いマークも引き続き使用できます

平成23（2011）年2月〜

新旧

氏名

住所

第
平成○○年○○月○○日

昭和○○年○○月○○日生

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○  012345

○○　○○○

平成○○年○○月○○日
平成○○年○○月○○日

号123456789000

運 転 経 歴 証 明 書
（自動車等の運転はできません）

○○○
委員会

交付

番号

種
　類二種

他
二・小・原

○
○
○

委
員
会

平成9（1997）年〜

過去に行ったパレードの様子

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
知
っ
て
も
ら
い
、
一
つ
で
も

事
故
を
減
ら
し
た
い

大山小で行った交通安全教室

伊勢原交通安全協会 副会長
望
もちづき

月 治
おさむ

さん(82歳・高森)

伊勢原安全運転管理者会 副会長伊勢原安全運転管理者会 副会長
市光工業株式会社

西
にしむら

村 直
な お き

樹さん(61歳)
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12 月 の 相 談

①市民相談室②伊勢原シティプラザ③市役所分室

点字翻訳サービス
視覚障がいのある人を対象に、市か
らのお知らせなどを点字に翻訳して
郵送するサービスを行っています。
新たに利用を希望する人は担当へ。
▪担障がい福祉課 94-4720

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査
令和6年度〜8年度を計画期間とする
｢第9期高齢者保健福祉計画･介護保
険事業計画｣策定の基礎資料とする
ため、地域における高齢者の生活状
況などを把握するアンケートを実施
します。対象者には12月上旬に調査
票を送付します▪対市内在住で65歳以
上の人（無作為抽出、介護保険施設
などに入所中の人を除く）※調査内容
は目的以外には使用しません
▪担介護高齢課 94-4722

新型コロナウイルス感染症生活困
窮者自立支援金
申請期限が12月31日（土）までに延長
されました。また令和4年1月1日以
降、緊急小口資金および総合支援資
金の初回貸付を借り終わった世帯も
対象に追加され、新型コロナウイル
ス感染症生活困窮者自立支援金の受
給期間が終了した世帯は、再受給の
申請が可能になりました。対象世帯
には順次申請書を送付しています
が、届いていない場合や詳しい内容
については、担当へ。
▪担生活福祉課 94-4726

年金生活者支援給付金の請求はお
早めに
新たな支給対象者には、日本年金機
構から請求書類が送付されます。書
類に記載された期日までに提出して
ください。提出が遅れると受け取れ
る金額が少なくなる場合がありま
す。詳しくは問い合わせ先へ。
▪問ねんきんダイヤル 0570-05-1165
▪担保険年金課 94-4520

ひとり親家庭などに医療費を助成
ひとり親家庭や、相当する家庭の児
童と父または母、養育者の医療費（健 
康保険の自己負担分）を助成します。 
助成には申請が必要です。詳しくは
担当へ◇助成期間=対象児童が18歳
になった日以後最初の3月31日まで
（一定の障がいがあるか、定時制高
等学校などに在学中の場合は20歳未
満まで）※所得による制限あり。既
に医療証が交付されている人は、資
格更新のため11月下旬に発送する現
況届を今月中に提出してください
（今年度の児童扶養手当現況届を提
出している人を除く）
▪担子育て支援課 94-4633

令和5年 はたちのつどいは1/9(月)
対象者には12月中旬に案内状を送付
します。居住地ごとに時間帯を分け
た2部制で開催し、会場には対象者
のみ入場できます。介助者の同伴が
必要な人は担当へ。詳しくは市ホー
ムページ｢成人･就職｣→｢はたちのつ
どい･成人式｣をご確認ください▪時令
和5年1月9日(月)①午前11時～②午
後1時30分～▪場市民文化会館大ホー
ル▪対平成14年4月2日～15年4月1日生
まれの①伊勢原･中沢中学校区在住
の人②山王･成瀬中学校区在住の人
※原則指定区分に参加してくださ
い。案内状がなくても当日受付で入
場できます
▪担青少年課 94-4647

危険物取扱者試験（乙種4類）準備講
習会
▪時令和5年1月22日（日）午前9時30分〜 
午後5時▪場秦野市保健福祉センター
▪定30人（申込順）▪申12月5日（月）〜令
和5年1月20日（金）に受講料9600円を
持参し、直接消防本部2階の担当へ
◇試験の日程は、消防試験研究セン
ター神奈川県支部のホームページで
ご確認ください
▪担消防本部予防課 95-2118

スクミリンゴガイの冬期対策
水稲を食害するスクミリンゴガイ

（ジャンボタニシ）対策では、冬期の
耕うんが効果的です。ロータリーを
浅めに高速回転させ、トラクターを
ゆっくりと移動させると、貝を掘り
起こして寒気にさらしたり破砕した
りすることで、
越冬する個体数
を減らせます。
詳しくは問い合
わせ先へ。
▪問県農業技術センター 58-0333
▪担農業振興課 94-4664

障がい福祉事業所合同説明会
市内事業所の活動や特色について知
ることができます◇当日受付▪時12月
11日（日）午前10時〜午後1時▪場中央
公民館▪対特別支援学校の生徒や障が
いのある人とその保護者
▪担障がい福祉課 94-4721

障がい福祉事業所の合同就職説明会
市内にある各事業所の仕事内容につ
いて説明を受けることができます◇
当日受付▪時12月11日（日）午後2時〜4
時30分▪場中央公民館▪対障がい福祉事
業所などに就職を希望する人や関心
のある人
▪担障がい福祉課 94-4721

利用基準や休館日を変更している場合があります。詳しくは各施設へ。 ●市内の交通事故件数●

伊勢原警察署調べ （　）内は前年比

固定資産税・都市計画税････4期分
国民健康保険税･･･････････9期分
介護保険料･･･････････････9期分

●納期のお知らせ●12/1〜31

納期限 12月26日（月）図書館 12/5･7･12･19･26･29〜31
子ども科学館 12/5･7･12･19･26･29〜31
市民文化会館 12/5･12･19･26･29〜31
公民館 12/5･12･19･26･28〜31 ※中央公民館は12/5･12・19は開館

※大田公民館は12/5･19は開館
市体育館 12/5･12･19･26･28〜31
いせはらサンシャイン・スタジアム R5.3/9まで休場
武道館 12/5・12･19・26･28〜31
行政センター体育館・弓道場 12/12・26・28〜31 ※体育館はR5.3/31まで一般利用を休止

危険物取扱者試験（乙種・丙種）
試験内容や会場など詳しくは、問い
合わせ先のホームページで確認を▪時
令和5年2月5日（日）・8日（水）・20日（月）
▪問消防試験研究センター神奈川県支
部 045-633-5051
▪担消防本部予防課 95-2118

就学援助・入学準備金を援助
経済的な理由で子どもを学校に通わ
せることが困難な世帯に、入学準備
金を支給します◇支給額=5万4060
円◇支給時期=令和5年2月予定▪対令
和5年4月に小学校へ入学する子ども
がいる世帯▪申9月発送の就学時健康
診断のお知らせに同封した申請書に
記入し担当へ▪締12月20日（火）
▪担学校教育課 74-5168

令和4年度明るい選挙ポスターコ
ンクール 県審査の結果
応募総数2123点の中から、優秀賞に
1人、佳作に14人が選ばれました。
優秀賞受賞者は次のとおりです（敬
称略）◇小学校の部=中澤知美（高部
屋小6年）
▪担選挙管理委員会事務局 74-5273

高齢者・障がい者の無料税務相談
高齢者や障がい者、成年後見対象者
の税務申告などについて相談を受け
ます※要予約▪時12月16日（金）、令和
5年2月10日（金）の午後1時30分〜3時
30分◇相談時間は1人40分以内▪場伊
勢原シティプラザ▪対市内在住の65歳
以上の人、市内在住の障がい者･児
とその親族など
▪担社会福祉協議会 94-9600

講座・教室
イベントなど

事業者が取り組む脱炭素経営支援
セミナー
脱炭素経営の理解を深め、実践に向
けた取り組みのためのセミナーで
す。詳しくは市ホームページ｢くら
しのガイド」→「エネルギー・地球温
暖化｣、または右のQRコー
ドからご確認を▪時12月15
日（木）午後2時〜4時▪場鈴
川会館▪申事業所名、担当
者名、参加人数、電話番号を明記し、 
FAXか電子メール、または電話か直
接市役所2階の担当へ
▪担環境対策課 94-4737 95-7613

kankyou@isehara-city.jp

10月 1月~10月
発　　生 25 184（−19）
死　　者  0   0（− 1）
負傷者計 29 220（−24）

内
訳

重傷  2   7（＋ 2）
軽傷 27 213（−26）

会場 相　　談 日　時 担　当

①

税務相談★ 20日（火）13:00〜16:00

人権･広聴相談課
94-4717

法律相談★
（予約は相談日の週初めから）

 9日（金）･16日（金）･23日
（金）13:00〜16:00

行政相談★ 21日（水）13:30〜16:00
不動産相談★ 15日（木）13:30〜16:00
司法書士相談★  8日（木）13:00〜16:00

行政書士相談★ 12日（月）･26日（月）
13:30〜16:00

社会保険労務士相談★ 14日（水）13:30〜16:00

人権相談★  5日（月）･19日（月）
13:30〜16:00 94-4716

消費生活相談 月曜日~金曜日
9:30〜12:00、13:00〜16:00

消費生活センター
95-3500

マンション管理相談★
▪締23日（金） 28日（水）13:00〜16:00 建築住宅課 94-4782

②
成年後見などの行政書士相談★ 14日（水）13:00〜15:00

成年後見･権利擁護推
進センター 94-9600高齢者･障がい者などの法律

相談★ 21日（水）16:00〜18:00

③ 精神保健福祉・認知症相談★ 21日（水）13:30〜16:30
平塚保健福祉事務所
秦野センター
保健予防課 82-1428

■主な施設の休館日

市ホームページ

感染症の影響で、催しなどを中止や延期する場合があります。詳しくは各担当か市ホームページ「新型コロナウイルス感染症に伴うさまざまなお知らせ」でご確認ください。

※費用はすべて無料、★印は要予約

第1258号　令和4（2022）年12月1日 6
かんたんスマホ教室
スマホアドバイザーが基本操作から
アプリの使い方まで教えます※複数
回の受講不可、スマートフォンは1
人1台貸出。内容は全て同じです▪定
各日20人（申込順）

日　時 会　場　▪場
12/14（水）
13:30〜15:30

成瀬公民館
95-1096

12/22（木）
10:30〜12:30

大山公民館
93-5708

R5.1/19（木）
10:30〜12:30

大田公民館
95-4375

R5.1/26（木）
13:30〜15:30

伊勢原南公民館
92-1210

R5.3/ 9（木）
10:30〜12:30

比々多公民館
92-6961

R5.3/15（水）
13:30〜15:30

高部屋公民館
94-3857

▪担社会教育課 93-7500

92-3500

ミニギャラリー
西
に し わ き

脇三
み ち お

千夫 油彩個展
▪時12月2日（金）〜13日（火）

おはなしばる〜ん（乳幼児向け）
▪時12月20日（火）午前11時〜11時30分
▪定20人（申込順）

野の会による視覚障がい者向け対
面朗読サービス
希望する人は電話で申し込みを。

伊勢原市立図書館朗読会（50回記
念プログラム）
黒
くろやなぎ

柳徹
て つ こ
子「窓ぎわのトットちゃん｣�

▪時12月15日（木）午後1時30分〜3時30
分▪定30人（申込順）▪申図書館ホーム
ページ｢イベント｣→｢図書
館の朗読会｣から電子申
請、または電話で◇右の
QRコードからも申請可

92-3600

一部予約制で、人数制限あり。詳し
くは施設かホームページで確認を。

大人 小•中
学生

4歳以上
小学生未満 4歳未満

入館料 300円 100円 無料
無料

観覧料 500円 200円 200円

※入館料は展示室利用料、観覧料はプラネタリ
ウム利用料です
☆印は入館料･観覧料がかかりません

プラネタリウム投影番組

土･日曜日、祝日 10:30◎/13:30〇/
15:30★

12/24（土）・25（日） 10:30□/13:30△/
15:30◎

12/27（火）・28（水） 13:30△/15:30◇

◎=�親子･一般向け番組「ダイナソーアート 
恐竜絵師が描く復元画の世界」

○=�親子･一般向け番組「オトッペのウキウキ
オトペタリウム 星座に音をつけようYO!」

★=�親子･一般向け番組「めざせ 火星ライフ」
□=�親子･一般向け番組「ぼのぼの・宇宙から

来たともだち」
△=�親子･一般向け番組「ハナビリウム」
◇=�親子･一般向け番組「この空に願いをこめ

て」※市立中学生は無料で観覧可能

神奈川県ゆかりの特定失踪者パネ
ル展示
拉致の疑いのある特定失踪者に関す
る資料を展示▪時12月14日（水）〜21日

（水）の午前8時30分〜午後5時▪場市役
所1階ロビー
▪担人権･広聴相談課 94-4716

いせはら男女共同参画フォーラム
｢アートの世界から考える わたした
ちの身近なジェンダー問題｣をテー
マに、東京女子大学准教授の竹

た け だ

田
恵
け い こ

子氏が講演（手話通訳、要約筆記、�
車いす席あり）▪時12月20日（火）午後1
時30分〜3時30分▪場市民文化会館大
ホール※当日受付。生後7カ月〜未
就学児の託児あり、希望する人は12
月12日（月）までに申し込みを
▪担人権･広聴相談課 94-4716

伊勢原市ヘルスメイト養成講座
食の知識やスキルを身に付けます。
内容など詳しくは、市ホームページ
｢健康・福祉」→「食育」→「事業｣また
は右のQRコードからご
覧ください▪時令和5年1月
6日（金）･13日（金）･19日

（木）･31日（火）、2月8日
（水）･22日（水）、3月3日（金）･9日（木）�
の全8回、午前10時〜午後1時（1月6
日、2月22日、3月3日・9日は正午まで）
◇8割参加で修了証あり▪場中央公民
館▪対市内在住で受講後に地域で食育
に関わるボランティア活動を実践で
きる人15人（申込順）※テキスト代が
かかります▪申住所、氏名、生年月日、�
電話番号を明記しFAXまたは電話で
担当へ
▪担健康づくり課 94-4616 93-8389

家族介護者の集い「ほっとサロン」
ボッチャで心身ともにリフレッシュ
▪時令和5年1月31日（火）午後2時〜3時
30分▪場伊勢原シティプラザ▪対家族の
介護をしている人12人（申込順）▪費
100円▪申住所、氏名、年齢、電話番
号を明記しFAX、または電話で担当
へ▪締1月25日（水）
▪担南部地域包括支援センター
71-6616 94-5990

申し込みは、広報発行日の午前9時
から電話か直接担当へ。▪場の記載が
ない場合は▪担が会場です。

親子お飾りづくり講習会
お正月用の玄関飾りを作る▪時12月25
日（日）午前10時〜11時30分▪対小学生
以上の子と保護者20組（申込順）▪費1
組300円（複数作る場合は1個につき
300円追加）▪締12月16日（金）
▪担成瀬公民館 95-1096

お正月の生け花教室
お正月を華やかに彩りましょう▪時12
月27日（火）午後1時30分〜3時30分▪対
市内在住･在勤の人15人（申込順）▪費
2200円▪締12月16日（金）
▪担伊勢原南公民館 92-1210

市指定の避難所の位置や開設状況、混雑状況が確認
できます。右のQRコードを読み込み、いつでもアク
セスできるようにお気に入り登録しておきましょう

避難所混雑情報
システム

電子申請ページ

市ホームページ

イベントなどに参加する際は、検温やマスク着用、手洗いなどの感染予防策にご協力ください。

マイナンバーカード出張申請サポート
　3月までの間、商業施設や公共
施設などに申請書の記入をサポー
トする窓口を順次開設します（写
真撮影無料）。詳しくは市ホーム
ページ「市政情報」→「マイナン
バーカード」から確認を※事前予
約不要。交付申請書をお持ちいた
だくと、待ち時間が短く済みます

日にち 会　場
12/ 3(土)

イトーヨーカドー伊勢原店
12/ 4(日)

12/10(土)
12/11(日)

イトーヨーカドー伊勢原店
ロイヤルホームセンター
伊勢原
スーパーアルプス
伊勢原下落合店
イオン伊勢原店

行政書士による申請サポート
　病気や障がい、高齢などにより
外出が困難であるといった理由
で、申請ができない人の支援を行
います。詳しくは県行政書士会秦
野･伊勢原支部･廣

ひろ

木
き

（ 090-4416-
4502）にお問い合わせください。
キャリアショップでの申請サポート
　QRコード付きの交付申請書を
持っていなくても、申請情報の入
力や写真撮影などをショップ店員
がサポートします。
実施店舗
◆ドコモショップ伊勢原店（桜台
1-20-11 75-8021）◆auショップ
伊勢原（桜台1-19-5 90-3388）◆
ソフトバンク伊勢原（伊勢原2-2-
22 97-7370）◆ソフトバンク伊勢
原R246（串橋349-16 90-1605）
▪担戸籍住民課 94-4713

マイナンバーカード申請サポート窓口のご案内
　12月末までに申請すると、最大2万円相当のポイントが付与されます。
お早めの申請がおすすめです。
　まだ申請していない人には、11月中旬以降から12月上旬にかけてQR
コード付き個人番号カード交付申請書が送付されます。

※�時間はいずれも午前10時～午後6時(受
付は午後5時45分まで)。天候などによ
り、時間は変更になる場合があります

電話番号のおかけまちがいにご注意ください
新型コロナウイルス感染症の影響で、イベン
トなどが中止となっている場合があります

●● イ ベ ン ト ●●

●コロナに負けるなスキーツアー
定員や費用など詳しくは問い合わせ
先へ◇集合･解散=伊勢原駅
川
か わ ば

場スキー場（群馬県）
▪時12月22日（木） 
斑
まだらお

尾スキー場（長野県）
▪時令和5年1月11日（水）~13日（金）
奥
おく

利
と ね

根スキー場（群馬県）
▪時令和5年2月7日（火）
玉
たんばら

原スキー場（群馬県）
▪時令和5年3月2日（木）
▪問山とスキーの会･中里

080-3588-0762
●ボランティアガイドと行こう、
岡崎義実と岡崎城址めぐり
岡崎義実が築いた岡崎城、後に北条
早雲と三浦氏の激戦の地を巡る▪時
12月23日（金）午前9時~午後0時10分
◇集合=伊勢原駅南口◇解散＝大句
バス停▪定30人（申込順）▪費400円▪申電
話かFAXで
▪問いせはら観光ボランティアガイド&�
ウオーク協会･鳥海

94-6188（電話は午後5時~7時）

●簡単シニアごはん教室
▪時12月14日（水）午前10時~11時▪場成瀬
公民館▪対65歳以上の人▪申住所、氏名、
電話番号を明記し電子メール、また
は電話で問い合わせ先へ※調理実習
はありません
▪問ポプラグループ･田嶋

070-8947-3952
poplar123@ymail.ne.jp

●ひとり親家庭対象 食事支援
伊勢原産はるみ（お米2kg）を含め、
約5000円の食料品を配布▪時12月25日
（日）午後1時~2時▪場お食事処しいの
木（市役所1階レストラン棟）▪対市内
在住で18歳以下のお子さんがいるひ
とり親家庭の人80人（申
込順）▪申12月5日正午か
ら右のQRコードからお
申し込みを
▪問伊勢原市ひとり親福祉協会･田中

090-9379-9252

●● 会 員 募 集 ●●

●麻雀愛好会 牌
ぱ い

マージャンを一緒に楽しみませんか
◇事前申込不要▪時毎週火曜日午前11
時~午後3時▪場伊勢原南公民館▪費入
会金1000円、参加費1回400円
▪問堀

ほ り の う ち

之内
090-5302-7761

みんなの伝言に掲載を希望する人は、掲
載希望号発行日の2カ月前から1カ月前
までに書面で広報戦略課へ（先着順）。

申請フォーム

ナイトミュージアム
昼とは違う夜の館内で工作やレクリ
エーションなどを楽しもう▪時12月27
日（火）午後6時〜8時▪対小･中学生と
保護者20組（1組5人まで。抽選での
受付）▪申子ども科学館ホームページか�
ら電子メールで担当へ※抽選後、当
選者に電子メールでお知らせします

天体観測会「クーデの日」☆
天体望遠鏡で惑星や星雲･星団を観
察▪時12月28日（水）午後6時〜6時30分、
午後6時30分〜7時▪定各回2組（1組5人
まで、抽選での受付）▪申12月7日（水）
午前9時〜午後5時に電話で※中学生
以下は保護者同伴。雨天･曇天時は
中止
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市
内
に
は
石
材
店
が
16
戸
あ

り
、
そ
の
約
半
数
が
日
向
地
区
に

あ
り
ま
す（
60
年
前
に
は
現
在
の

倍
近
く
あ
っ
た
そ
う
で
す
）。

日
向
と
厚
木
市
七な

な
さ
わ沢
の
石
山
は

と
も
に
信し

ん
し
ゅ
う州
高
遠（
現
在
の
長
野

県
伊い

な那
市
）の
石
工
に
よ
り
開
発

さ
れ
ま
し
た
。
日
向
の
大
松（
鍜き

代た
い

家
）に
は
、
石
工
の
墓
石
と
そ

れ
を
記
し
た
過
去
帳
が
あ
り
、
七

沢
観か

ん
の
ん
じ

音
寺
の
手ち

ょ
う
ず
ば
ち

水
鉢
に
は
、
正し

ょ
う
と
く徳

２（
１
７
１
２
）年
の
年
号
と
石
工

８
人
の
名
が
刻
ま
れ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
江
戸
時
代

初
期
に
は
、
石
山
開
発
を
始
め
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

高
遠
の
石
工
が
全
国
各
地
へ

長
い
戦
乱
の
世
に
終
わ
り
を
告

げ
、
よ
う
や
く
社
会
が
安
定
し
た

江
戸
時
代
。
人
々
の
間
で
は
、
神

仏
と
結
び
つ
い
た
民
間
信
仰
が
盛

ん
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

寺
社
の
建
築
や
石
造
物
の
造
立
も

活
発
に
な
り
、
石
材
の
需
要
が
高

ま
り
ま
し
た
。

高
遠
周
辺
は
高
冷
地
で
、
当
時

の
品
種
で
は
米
作
り
も
厳
し
か
っ

た
た
め
、
家
計
を
支
え
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
財
政
状
況

が
厳
し
い
高
遠
藩
は
、
領
外
に
出

て
外
貨
を
稼
ぐ
こ
と（
旅た

び
か
せ稼
ぎ
石

工
）を
奨
励
し
た
た
め
、
全
国
各

地
に
進
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

幕
末
の
あ
る
時
期
に
は
藩
の
税

収
の
３
分
の
１
を
稼
ぎ
出
し
て
い

た
と
い
う
か
ら
驚
き
で
す
。

日
向
地
区
に
お
け
る
最
初
の
石
工

弟
子
を
育
成
す
る
場
合
、
技
術

が
盗
ま
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
当

初
は
高
遠
の
人
に
限
定
し
て
い
た

よ
う
で
す
が
、
江
戸
時
代
後
半
に

な
る
と
日
向
地
区
の
若
者
も
弟
子

入
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
向
の
九
十
九
曲（
く
じ
ゅ
う

く
ま
が
り
）を
上
っ
た
所
に「
勝か

つ

五ご

郎ろ
う

地
蔵
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
は
、「
嘉か

え
い永
六（
１
８

５
３
）年
石
工
、
日
向
村
、
勝
五

郎
」と
い
う
内
容
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
石い

し
か
つ勝
」と
も
呼
ば
れ
た
天あ

ま
の野
勝

五
郎
こ
そ
、
日
向
地
区
最
初
の
石

工
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
政
２

（
１
８
１
９
）年
日
向
の
上か

み
ふ
じ
の

藤
野
生

ま
れ
で
、
明
治
23（
１
８
９
０
）年

に
72
歳
で
没
す
る
ま
で
現
役
で
活

躍
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

日
向
石
の
復
活
に
向
け
て

日
向
地
区
で
は
、
こ
う
し
た
地

域
の
資
源
を
有
効
活
用
し
、
産
業

と
し
て
復
活
さ
せ
る
取
り
組
み
が

地
元
石
材
店
を
中
心
に
行
わ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
ど
う
観
光
資
源

と
し
て
仕
組
み
作
ら
れ
て
い
く
か

楽
し
み
で
す
。

日向地区にある石材店。右下は勝五郎地蔵

日
向
の
石い

し

や屋
と
高た

か
と
お遠

の
石い

し

く工

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー

芦
原 

秀
人
さ
ん

　アテネオリンピック男子ハンマー投げ金メダリスト
で、スポーツ庁長官、東京医科歯科大学特命教授の室伏
広治氏が｢スポーツを通じた豊かな人生｣をテーマに、ス
ポーツが生活習慣の一部となる「スポーツインライフ」の
実現に向けた講演を行います。
と　き　�12月18日（日）午後2時30分～3時40分◇開始の30

分前から開場
ところ　市民文化会館大ホール
対　象　市内在住・在勤・在学の人
定　員　1200人（先着順）※事前申込の必要はありません
▪担スポーツ課 94-4628

物価高騰や長引く感染症の影響を受けている店舗の支援と商
店会活性化のため、プレミアム率30％の商品券を販売します◇
どなたでも購入可能。対象店舗や商品券販売所など詳しくは、
問い合わせ先のホームページをご覧ください
販売期間　�12月1日（木）～15日（木）※販売状況によって早めの

終了、または販売期間を延長する場合あり
使用期間　12月1日（木）～31日（土）
販売内容　�1セット5000円で6500円分

（500円券13枚）の商品券※1
人3セットまで購入可能

購入方法　�各商店会の指定された販売
所で※現金のみ購入可能

▪問伊勢原市商店会連合会 95-3233　▪担商工観光課 94-4732

商店会連合会
ホームページ

近場の魅力を再発見し、楽しむ「マイクロツーリズ
ム」をコンセプトに、コロナ禍で落ち込む市内の観光
需要回復と地域経済の活性化を図るため、大山ケーブ
ルカー往復乗車券（大山ケーブル駅～阿夫利神社駅）を
購入した人に、市内にある97店舗で使えるクーポン券
を配布します。詳しくは問い合わせ先にお問い合わせ
ください。
配布期間　�12月7日（水）～29日（木）、令和5年1月10日（火）～2月

28日（火）※無くなり次第終了
対　　象　県内在住の人
配布枚数　�大人乗車券購入で500円券2枚、小児乗車券購入で

500円券1枚
クーポン券の有効期間　令和5年2月28日（火） 
▪問キャンペーン事務局 050-6865-6666　▪担商工観光課 94-4729

特設サイト

プレミアム率プレミアム率

3030%%

見本




